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赤血球2 ， 3- ジホスホグリセリン酸(以下2 ， 3- DPG)は酸素運搬に不可欠な役割を果しており，種々
の生理的条件や病態においてその濃度が著明に変動することが知られているが，この変動機構に関し
ては解明されていない点が多い。そこで，赤血球2 ， 3- DPG 濃度が著減することが知られている糖尿
病性ケトアシドーシスと先天性赤血球ホスホフルクトキナーゼ(以下 PF K) 部分欠損症を対象とし，
患者流血中赤血球の全ての解糖系中間体(1， 3- DPG を除く)とアデニンヌクレオタイド濃度を測定
し， 2, 3- DPG濃度の変動機構を明らかにしようとした。
〔方法ならびに成績〕
I 患者赤血球における解糖系中間体とアデニンヌクレオタイドの分析
6 例の糖尿病性ケトアシドーシス患者， 3 例のアシドーシスまで至っていない糖尿病性ケトーシス





フルクトースー 1 ， 6- 二燐酸，ジヒドロキシアセトン燐酸+グリセルアルデヒドー 3- 燐酸， 2, 3- DPG, 
3- ホスホグリセリン酸は減少していた。 cross over point は全例PFK段階にあり，フルクトースー
1 ， 6- 二燐酸/フルクトースー6- 燐酸と血紫pHは強い相関々係を示した。
つd
②糖尿病性ケトアシドーシスの治療後 8 ;...__12時間経過群では，治療前に比しフルクトースー 6- 燐酸




③先天性赤血球PFK部分欠損症では，正常対照に比しグルコースー 6-燐酸，フルクトースー 6- 燐
酸は増加，フルクトースー1 ， 6- 二燐酸，ジヒドキシアセトン燐酸+グリセルアルデヒドー3-燐酸， 2, 3-
DPGは減少していた。また ADP， AMP は増加， ATPは減少していた。
H 正常ヒト赤血球を用いた in vitro実験
浮遊ヒト赤血球を pH 7.4, 7.3, 7.1のもとで370C ， 2 時間あるいは 5 時間勝置し水素イオンの解糖
系に及ぼす影響を検討した。また浮遊ヒト赤血球に， βーヒドロキシ酪酸， アセト酢酸，インスリン








ヒト赤血球PFK を Tarui の方法 (J. Biol. Chem. 247 : 1138, 1972) で精製し その活性に及ぼ
す水素イオン， βーとドロキシ酪酸，アセト酢酸の影響を検討した。






2. 赤血球 PFK活性は， 2, 3-DPG 濃度を規定してわり 糖尿病性ケトアシドーシスにおける 2 ， 3-
DPG 濃度の減少は，主として PFK活性の阻害にもとづく。
3. 糖尿病性ケトアシドーシスにおける赤血球PFK活性の阻害は，血柴水素イオン濃度の上昇にも









赤血球ホスホフルクトキナーゼ活性が2 ， 3- ジホスホグリセリン酸濃度を規定することは，先天性赤
血球ホスホフルクトキナーゼ部分欠損症の患者赤血球での分析によっても裏づけた。
糖尿病性ケトアシドーシスの病態の解明，赤血球 2 ， 3- ジホスホグリセリン酸濃度の調節機構の分析
のいずれの面からみても，すぐれた意義を有する研究として評価される。
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